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ハロゲン化鉛系ペロブスカイト化合物を光吸収層に用いた有機-無機ハイブリッド太陽電池の

変換効率は、現在 20％を越え、CIGS や CdTe などの化合物半導体太陽電池の変換効率に並ぶ状況

にある。一方、ペロブスカイト太陽電池の耐久性に関しては、多くの要因が報告されており、ペ

ロブスカイト太陽電池の耐久性向上は現在重要な課題となっている。我々は、ペロブスカイト化

合物の構造上の特徴に着目し、大気下で高い安定性を持つペロブスカイト化合物の特性について

調べている。近年、カチオンとして FA(HC(NH2)2)、MA(CH3NH3)および Cs を用いたペロブスカイ

ト混晶薄膜が高い耐熱性および耐湿性を有し、安定した太陽電池特性を示すことが報告されてい

る。本研究では、ペロブスカイト混晶薄膜の各種カチオンの割合がペロブスカイト相の結晶性、

電子状態、電荷輸送特性、太陽電池特性および耐久性に与える影響について調べた。Fig.1 に

Cs5(FA0.83MA0.17Pb(I0.83Br0.17)3)0.95 薄膜の表面 SEM 像を示す。詳細な実験結果については当日報告

する。 

 

 

Fig.1. Top-view SEM image of Cs5(FA0.83MA0.17Pb(I0.83Br0.17)3)0.95 on FTO/c-TiO2/m-TiO2 
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